
　

平
成
25
年
度
の
市
・
県
民
税
は

平
成
24
年
中
の
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
ま
す
。
従
っ
て
、
昨
年
の
中
途

で
退
職
し
現
在
所
得
が
な
く
て
も

平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
退
職
す

る
ま
で
に
受
け
た
給
与
な
ど
の
所

得
が
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
こ
と
し
就
職
な
ど
に
よ 

っ
て
所
得
が
あ
っ
て
も
、
昨
年
所

得
が
な
か
っ
た
人
は
平
成
25
年
度

の
市
・
県
民
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
徳

島
市
内
に
住
所
が
な
い
人
で
も
、

同
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
や
家

屋
敷
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
均
等

割
を
納
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
徳

島
市
内
に
住
み
、
平
成
24
年
中
に

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で

す
。

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の

所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税
の

か
か
ら
な
い
人

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に

所
得
の
あ
っ
た
人

▼
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、
公
的
年
金
等
の
所
得
以
外

に
所
得
の
あ
っ
た
人

▼
給
与
所
得
や
公
的

年
金
等
の
所
得
だ
け

の
人
で
、
医
療
費
控

除
・
雑
損
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

▼
所
得
が
な
か
っ
た

人
で
、
平
成
25
年
度

の
所
得
証
明
な
ど
が

必
要
と
な
る
人
や
、

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

(

国
民
健
康
保
険
・
保

育
所
・
公
営
住
宅
な

ど)

を
受
け
る
た
め

市
で
の
所
得
確
認
が

必
要
な
人

●
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人

▼
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等
の
所

得
だ
け
の
人
で
、
源
泉
徴
収
票
の

中
で
受
け
て
い
る
所
得
控
除
以
外

に
控
除
が
な
い
人

●
申
告
書
の
送
付

　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に

は
、
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
申

告
書
は
「
申
告
の
手
引
」
を
よ
く 

読
ん
で
、記
入
し
て
く
だ
さ
い(

申 

告
書
は
２
月
１
日
発
送
予
定)

。

※
自
宅
に
申
告
書
が
届
か
な
か
っ

た
人
で
、
申
告
の
必
要
な
人
は
、

市
民
税
課
（
市
役
所
２
階
22
番
窓

口
）
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
申
告

書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

▼
市
・
県
民
税
申
告
書

▼
印
鑑(

ゴ
ム
印
を
除
く)

▼
平
成
24
年
中
の
所
得
計
算
に
関

係
の
あ
る
帳
簿
・
領
収
書
・
給
与

明
細
・
源
泉
徴
収
票
な
ど

▼
平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
個

人
年
金
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
控

除
証
明
書
な
ど

●
申
告
会
場

［
会
場
］
市
役
所
２
階
市
民
税
課

［
期
間
］
２
月
13
日
㈬
〜
３
月
15
日 

㈮［
受
付
時
間
］
９
時
〜
11
時
、
13
時

〜
16
時

［
問
い
合
わ
せ
先
］市
民
税
課

（
６
２
１
）５
０
６
３
〜
５
０
６
５

所
得
税
な
ど

　

平
成
24
年
分
の
所
得
税
・
贈
与

税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
15
日
㈮

が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。　

●
確
定
申
告
が
必
要
な
人

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土

地
や
建
物
の
売
却
に
よ
る
譲
渡
所

得
な
ど
が
あ
る
人
で
、
平
成
24
年

中
の
所
得
の
合
計
額
が
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
人

▼
給
与
所
得
者
で
①
給
与
の
収
入

金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
場
合 

②
給
与
の
支
払
い
を
１
カ
所
か
ら 

受
け
て
い
る
人
で
給
与
所
得
お
よ 

び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

（
地
代
・
家
賃
・
原
稿
料
な
ど
）

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
場

合
な
ど

●
公
的
年
金
等
を

　
　
　
　
　
受
給
さ
れ
て
い
る
人

　

公
的
年
金
等
の
収
入
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要 

が
あ
り
ま
せ
ん(

平
成
23
年
分
以
後 

適
用)

。
た
だ
し
、所
得
税
の
還
付 

を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
申
告
相
談
会
場

［
会
場
］
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
山

城
町
東
浜
傍
示
）
３
階
第
２
特
別

会
議
室

［
期
間
］
３
月
15
日
㈮
ま
で(

土
・ 

日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月 

24
日
㈰
・
３
月
３
日
㈰
は
実
施)

［
受
付
時
間
］
９
時
〜
16
時

※
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
の
駐
車
場

は
、
有
料
（
１
日
２
０
０
円
）
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務

署
庁
舎
内
に
は
、
申
告
相
談
会
場

を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］徳
島
税
務
署

（
６
２
２
）４
１
３
１
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258,609人
122,701人
135,908人
114,905世帯
191.62km2

（−153）
（−70）
（−83）
（−17）

人口
男
女

世帯数
面積

平成25年1月1日現在（前月比）

市･

県
民
税
（
住
民
税
）
な
ど
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
税
の
申
告
は
、市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険 

料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
算
定
基
礎
と
な
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。
期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
忘
れ
ず
に
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市
・
県
民
税

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
お
早
め
に

市
・
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け
は
２
月
13
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈮

簡単・便利な郵送申告をご利用ください
　市では、郵送での申告を受け付けます。

［郵送申告の注意事項］▶給与・年金などがある場合
は、源泉徴収票を添付してください。
▶生命保険料、国民年金保険料などの証明書または
領収書は必ず添付してください ( 必要書類の添付の無
い場合は所得控除が受けられません )。
▶申告書の「氏名・押印欄」と「自宅・携帯電話の
番号」は必ずご記入ください。

平成25年度市･県民税の変更点
■生命保険料控除制度の改正
　平成24年１月１日
以後に締結した保険
契約（新契約）につ 
いては、一般生命保 
険料控除と個人年金
保険料控除に加え、
介護医療保険料控除
が新設されました。
各控除の適用額は表
１のとおり計算しま 
す。
　平成23年12月31日以前に締結した保険契約（旧契約）に 
ついては、これまでの生命保険料控除制度が適用され、各 
控除の適用額は表２のとおり計算します。
　なお、新契約と旧契約の両方について支払いがある場合 
は、控除ごとに▶旧契約のみ適用▶旧契約と新契約の両方
を適用（新契約と旧契約それぞれ表１と表２で計算した控 
除額の合計額が適用されるが、限度額は28，000円）  

のいずれかのうち、控除額が大きいものが生命保険料控除 
として適用されます。
※生命保険料控除の合計適用限度額は70，000円のままです。

■退職所得に係る個人市・県民税の改正
　平成25年１月１日以降の退職所得の支払い分から▶退職 
所得に係る所得割額から 10％を控除する措置▶勤続年数５
年以内の役員などの退職所得について、退職所得控除後の
残額を２分の１に控除する措置 が廃止になります。

表1
支払保険料の金額 生命保険料控除額

12,000円以下 支払保険料の金額
12,001円～32,000円 支払保険料の金額×1/2＋6,000円
32,001円～56,000円 支払保険料の金額×1/4＋14,000円
56,001円以上 一律に28,000円

表2
支払保険料の金額 生命保険料控除額

15,000円以下 支払保険料の金額
15,001円～40,000円 支払保険料の金額×1/2＋7,500円
40,001円～70,000円 支払保険料の金額×1/4＋17,500円
70,001円以上 一律に35,000円

▲昨年度の申告会場（市役所2階市民税課）
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

　

徳
島
市
が
進

め
て
い
る
「
ひ

ょ
う
た
ん
島
川

の
駅
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
想
」
と

は
、
市
中
心
部 

の
新
町
川
と
助

任
川
に
囲
ま
れ
た
「
ひ
ょ
う
た
ん 

島
」
の
周
囲
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
や 

市
を
訪
れ
た
人
々
が
気
軽
に
乗
れ
る 

周
遊
船
の
乗
降
場
「
川
の
駅
」
を
複 

数
設
け
、
そ
こ
を
「
移
動
手
段
の 

場
」
「
憩
い
や
に
ぎ
わ
い
を
楽
し 

む
場
」と
し
て
活
用
し
て
も
ら
お
う 

と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
2
回
、
ひ
ょ
う
た

ん
島
周
辺
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で 

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
公
募
市
民
な
ど 

で
構
成
す
る
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
川
の 

駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
民
構
想
会
議
」 

を
開
催
し
、
川
の
駅
の
周
辺
整
備
や 

船
の
運
航
形
態
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

同
会
議
と
並
行
し
て
、「
川
の 

駅
」
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
か
な
ど
を
話
し
合
う
「
第

１
回
ひ
ょ
う
た
ん
島
川
の
駅
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

[

と
き]

２
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

[

と
こ
ろ]

市
役
所
13
階
大
会
議
室

[

定
員]

30
人（
応
募
多
数
の
場
合
は 

選
考
）

[

参
加
費]

無
料

[

申
し
込
み
方
法]

市
役
所
１
階
案
内

や
同
４
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
あ

る
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住

所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
動
機
を
記
入
の
上
、
２
月
７
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た 

は
、
直
接
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
〈

（
６
２
１
）
５
２
７
３
〉
へ
。

　

自
転
車
は
、
手 

軽
で
環
境
に
や
さ
し

い
乗
り
物
で
す
。
し

か
し
、
乗
り
方
を
誤

れ
ば
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

悲
惨
な
事
故
の
被

害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
ら
な
い
よ
う
、

次
の
「
自
転
車
安
全

利
用
五
則
」
を
守
っ

た
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

■
自
転
車
安
全
利
用
五
則

１
．
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

２
．
車
道
は
左
側
を
通
行

３
．
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

４
．
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
＝
▼
飲
酒

運
転
・
二
人

乗
り
・
並
進

の
禁
止
▼
夜

間
は
ラ
イ
ト

を
点
灯
▼
交

差
点
で
の
信
号
順
守
と
一
時
停
止
・ 

安
全
確
認

５
．
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

◆
自
転
車
に
は
「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
貼
り
ま
し
ょ
う
！

　

日
本
交
通
管
理
技
術
協
会
に
登

録
さ
れ
た
「
自
転
車
安
全
整
備
店
」

で
、
自
転
車
を
購
入
し
た
と
き
や

点
検
・
整
備
を
受
け
た
と
き
に
、
点

検
・
整
備
料
を
支
払
う
と
、「
Ｔ
Ｓ

マ
ー
ク
」
（
右
下
）
が
貼
付
さ
れ
ま

す
。

　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
、
賠
償
責
任
保

険
と
傷
害
保
険
を
合
わ
せ
た
付
帯
保

険
（
有
効
期
間
は
点
検
・
整
備
を
受

け
た
日
か
ら
１
年
間
）
が
付
い
て
い

る
の
で
、
も
し
も
の
自
転
車
事
故
の

時
に
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
所
有
者
に
限
ら

ず
、
そ
の
自
転
車
を
使
用
し
た
家
族

や
友
人
も
保
険
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

年
に
１
回
は
、
自
転
車
の
点
検
・

整
備
を
受
け
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

原付・軽自動車などの
 廃車手続きは３月29日までに！
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者（使用者）に
課税します。
　乗れなくなった原動機付自転車や軽自動車などは３月 29
日㈮までに下表の各場所で廃車手続きをしてください。
　廃棄・盗難・譲渡などにより既に所有していない場合 
でも、届け出がまだの人は手続きが必要です。

[ 問い合わせ先 ]市民税課（ 621 － 5067)

徳島市都市計画審議会を開催します
　第 108 回徳島市都市計画審議会を次のとおり開催します。
[とき]２月６日㈬ 13:30 ～　[ところ]市役所南館４階第二委員会室
[ 議題 ]▶徳島東部都市計画用途地域の変更について（徳島市決定）▶徳島東部都市計画 
臨港地区（徳島小松島港）の変更について（徳島県決定）▶徳島東部都市計画臨港地区 

（今切港）の変更について（徳島市決定）▶徳島市景観計画について▶都市計画審議会 
の傍聴について
◆傍聴について
[定員 ]10 人（抽選）
[ 傍聴できる人 ]▶市内在住・在勤・在学の人▶市内に事務所または事業所を有する個人
や法人、その他の団体に属する人▶審議会の傍聴を必要とする理由を明示して希望する人
[ 申し込み方法 ]市役所４階都市政策課にある所定の申込書（市ホームページからもダウ 
ンロード可）に必要事項を記入し、２月５日㈫ 正午（必着）までに、直接またはファ 
クスで、都市政策課（ 621 － 5273）へ。市ホームページ「電子申請」や電話などでも
受け付けます。詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。
[ 傍聴人の決定 ]定員を超え、抽選する場合は２月５日㈫ 13:30 から、市役所４階会議室
などで公開で行います。
[ 問い合わせ先 ]都市政策課（ 621 － 5265）

ひ
ょ
う
た
ん
島
川
の
駅
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ー
ク
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プ
の

参
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す
！

　市では「徳島市市民参加基本条例」を制定し、市の基本的な
制度を定める条例や計画策定の際には、この条例に基づき「市 
民参加手続」を実施しています。
　平成 23 年度に「市民参加手続」が実施された下表の二つの施
策について、昨年 12 月に徳島市市民参加推進本部で評価を行い
ました。 
　このたび、評価結果がまとまりましたので、市民の皆さんのご意
見を募集します。評価結果は、市ホームページで公表しています。
※市民参加手続の詳細は、市ホームページをご覧いただくか、 
各施策の手続き実施課までお問い合わせください。
[ 募集期間 ]３月２日㈯まで
[ 提出方法 ]市ホーム
ページ「電子申請」
から
[ 問い合わせ先 ]総務 
課（ 621－5016）
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徳島市市民参加基本条例に基づき

皆さんの意見を募集します

　全国の家庭から出る食品ロス（食べられるのに捨てられてしまっている 
食品のこと）は、１年間に約 200 万～ 400 万㌧といわれています。
　食品ロスは「食べ残しをする」「食品を冷蔵庫などに入れたままにして 
期限が切れたり、品質が低下したりして捨てる」「食べられる部分を捨て 
ている」などが原因で発生しています。
　この食品ロスを市民全員（約 257,000 人）がなくすと、１年間に約4,080 ～ 8,160㌧の
燃やせるごみを減量することができ、ごみ処理経費を約 4,540 万～ 9,070 万円削減する 
ことができます。
　家庭での食品ロスを少しでも減らすためにも、次のことを心掛けましょう。
▶生鮮食品などは、買いすぎると使わないで腐らせてしまう可 
能性があるので、量り売りやばら売りなどを利用して、本当に 
必要な量だけ購入する
▶買い物の前に冷蔵庫などを確認し、商品の消費期限をまめに
確認しながら、買い物メモを利用して計画的に買い物をする
　計画的な買い物を実践し、食品ロスを少なくすることで、ご 
みの減量につなげていきましょう。
[ 問い合わせ先 ]市民環境政策課（ 621 － 5202）

買い物は計画的に！

自転車は安全に
 利用しましょう！

［
問
い
合
わ
せ
先
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ち
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く
り
推

進
課
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）５
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６
９

ごみ減量大作戦 No.23
計画的な買い物で食品ロスを減らそう！

評価対象施策 手続き実施課 連絡先

徳島市汚水 
適正処理構想

下水道事務所 
建設課 621-5305

徳島市都市計画 
マスタープラン 都市政策課 621-5493

 車種 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車 
小型特殊自動車

市役所 2 階 
市民税課 

621-5067

・名義人の印鑑 
・ナンバープレート 
・登録受付書

軽四輪車など 
[ 軽二輪（126 ～ 250cc）
を含む ]

県軽自動車協会 
641-2010 詳しくは左記まで

250cc を超える二輪車
四国運輸局 
徳島運輸支局 

050-5540-2074
詳しくは左記まで
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募　 集

臨時保健師（管理栄養士）
　保健センターで勤務する臨
時保健師（管理栄養士）を１ 
人募集します。 保健師また 
は管理栄養士の資格を持つ人

同センター（ 656-0534）

市立保育所短時間勤務保育士
　４月１日から市立保育所で
午前または午後に短時間（１ 
日３時間）の勤務をする保育 
士を若干名募集します。
　応募資格は、保育士登録を
している人、または３月31日 
までに登録見込みの人です。

２月12日㈫までに履歴書を 
直 接または郵 送で、保 育 課 

（〒770-8571　幸町2-5　市 
役所南館２階　 621-5195）へ

応急手当の実技講習会 
２月17日㈰13:00～16:00

西消防署(庄町１) ▶人工呼
吸法▶胸骨圧迫▶ＡＥＤ(自 
動体外式除細動器)の取り扱
いなど を行います。

西消防署（ 631-0119）、
東消防署（ 656-1195）

くらしの講座
２月18日㈪13:30～15:00 
内町公民館会議室(アミコ

ビル５階) 「食品の評価～
サプリメント、特定保健食品
等の最近の動きについて～」
をテーマに医学博士の松原博
さんが講演を行います。 市
内在住の人 40人(先着)

消費生活センター( 625-
2326）

リフォーム講習会 
２月22日㈮13:00～16:00

内町公民館会議室 「和服の
残り布で小さな巾着などを作
りませんか」 市内在住の人 

25人(抽選) 和服端切れ、
裁縫セット

往復はがきに〈講習名/住 
所/名前/電話番号/返信宛名〉 
を書いて、２月14日㈭(当日 
消印有効)までに、消費生活 
センター(〒770-0834　元町
１-24　 625-2326)へ

ガラス製赤ちゃん記念品制作
２月24日㈰９:00～12:00、

13:30～16:30 徳島ガラスス 
タジオ(勝占町中須) ガラス 
製の足形や手形を制作 足形 
３カ月児～/手形１歳児～  
各10人(先着) １個4,000～
5,000円

同スタジオ（ 669-1195）

男女共同参画市民講座
２月26日㈫13:30～15:00

ホテル千秋閣７階（幸町３） 
｢笑顔でくらすために～仕 

事と子育て、介護の両立を考 
える～｣をテーマに太田差惠 
子さん(介護暮らしジャーナリ 
スト)が講演を行います。  
150人(抽選)※託児(１歳～小 
学校就学前)の希望者は申し
込み時にご連絡ください。

電話、ファクス､メールで〈 
名前、住所、電話番号〉を２ 
月18日㈪までに女性センター 
( 624-2611　 624-2612 
jyosei_center@city.tokushi 
ma.lg.jp)へ

催　 し

徳島市障害者福祉展
２月２日㈯9:30～16:00

ふれあい健康館（沖浜東２） 
障害のある人が制作した作

品の展示即売、茶席、手話コ 
ーラスなどが行われます。

障害福祉課（ 621-5177）

さくら作品展
① ２月５日 ㈫ ～ ８日 ㈮ 

②２月12日㈫～18日㈪ ①市
役所１階国際親善コーナー②
ふれあい健康館１階きっかけ
空間 徳島市と名東郡の公立
中学校特別支援学級の生徒に
よる絵画や木工作品などを展
示します。

教育研究所( 621-5432）

徳島城射初め演武
２月10日㈰10:00～※雨天

時は11日 旧徳島城表御殿庭
園 徳島射初め保存会(浦上
同門会有志）の皆さんが演武 
します。※同日13:00から、 
新成人(弓道経験者)による競
技形式の｢新成人記念射会｣を
開催します。

徳島城博物館( 656-2525）

エンジョイイングリッシュ！
２月17日㈰10:00～11:00
市役所新蔵分庁舎１階和室

(新蔵町１) 英語絵本の読み
聞かせやゲーム 小学生以下

徳島市国際交流協会(
622-6066)

おしらせ

軽自動車新規検査用住民票が
４月１日から有料になります
　これまで、軽自動車の新規 
検査手続きなどをする際に必 
要な住民票を軽自動車税申告
用として無料で交付していま
したが 、４月１日から有 料 

（１通350円）になります。
皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

住民課（ 621-5140)

観光姉妹都市仙台市への義援
金を引き続き受け付けています
◆銀行振り込みでの受け付け
[金融機関名]阿波銀行徳島市
役所支店
[口座番号]普通1114852
[口座名義]徳島市東北地方太
平洋沖地震被災地支援対策本
部[手数料]阿波銀行窓口から
の振り込みは無料（専用の振 

り込み用紙あり）
◆窓口での受け付け
[受付場所]▷市役所１階案内
▷各支所▷保健センター（ふ 
れあい健康館３階）
[受付時間]8:30～17:00

総務課（ 621-5094）

ゆとりある老後のために国民
年金基金をご利用ください
　国民年金基金とは、自営業
などの国民年金第１号被保険 
者が、ゆとりをもって老後を 
過ごせるように老齢基礎年金
に上積みする公的な年金制度
です。 
　掛金が全額社会保険料の控 
除対象になるなど、税制上の 
優遇措置があります。
　詳しくは、徳島県国民年金
基金（ 0120-65-4192）へ。
▶相談コーナーを設置

２月５日㈫9:00～17:00
保険年金課11番窓口（市役所
１階）

同課（ 621-5162）

農地の貸し借り（利用権設
定）の申し出を受け付けます
　市では農業経営基盤強化促
進法による農地の貸し借りの
申し出を受け付けています。
　利用権設定の主な特徴は▶
農地法の許可が不要▶契約期
間が過ぎれば離作料を支払う
ことなく必ず農地を返しても 
らえる などです。

市街化調整区域内の農地
で、借り手は経営規模の拡大
を志向する農家

貸し手・借り手の印鑑、貸 
借する土地の登記事項証明書
を持って、２月12日㈫までに 
農業委員会事務局（市役所３
階　 621-5393）へ

保育園（所）での一時預かり
の新規申し込みを受け付け
　一時預かりの新規申し込み
を２月15日㈮まで受け付けて 
います。希望する人は、各実 
施保育園（所）に直接お申し 

込みください。
保育課（ 621-5193）

物品納入業者の登録申請の追
加受け付けを行います
　市が４月１日～９月30日に
発注する物品関係の指名競争
入札参加資格審査申請を追加 
で受け付けます。要領・申請 
用紙は、市 からダウンロ 
ードするか、直接管財課(市 
役所７階)へお越しください。

所定の用紙で2月28日㈭まで
に、直接または郵送(当日消印
有効)で管財課（〒770-8571
幸町2-5　 621-5055)へ

阿波おどり会館臨時休館
　施設の保守点検のため、２ 
月13日㈬は臨時休館します。

同会館( 611-1611)

眉山ロープウェイ運行休止
　施設の総点検(１年検査)の
ため、２月４日㈪～22日㈮運 
休します。

眉山ロープウェイ( 652-
3617)

休日に市税の納付や相談がで
きる臨時窓口を開設します

２月10日㈰・24日㈰8:30～
12:00 市役所１階正面玄関 
入口コーナー※電話での相談
もできます。当日は市役所東 
側駐車場（ＪＲ線路沿い）を 
利用できます。

納税課（ 621-5077、5078）

市民病院の臨時職員を
募集します
　市民病院で勤務する下表の臨時職員
を募集します。

職種 募集人数 日給（各種手当別）
薬剤師 ２人 9,950円～16,600円

臨床検査技師 1人 8,450円～9,900円
栄養士 1人 7,250円

看護師（３交替） 10人 9,800円～13,250円
※申し込みは随時受け付けています。

　雇用期間は６カ月(勤務状況が良好な場
合は更新あり)です。
　日給(経験年数に応じて決定)のほか
に、時間外勤務手当、夜勤手当(看護 
師)、通勤手当(２㌔以上)、期末手当など
があります。
[問い合わせ先]市民病院管理課( 622ー
9323)

とくしま植物園の
各教室の受講生を募集します
■雑草いけばな教室

講習日時 内容 定員・受講料
２/24㈰ 

10:00～12:00 おひなさま 20人（抽選） 
500円（材料費込み）

■わくわく自然教室
講習日時 内容 定員・受講料
３/２㈯ 

13:00～16:00
自然の落とし物で
絵を描こう！

20人程度（抽選） 
200円（保険料・材料費込み）

[対象]市内在住・在学・在勤の人
[申し込み方法]はがきに教室名、住所、名前（わく 
わく自然教室は参加者全員の名前と年齢）、電話番 
号を書いて、２月10日㈰（必着）までに、とくしま 
植物園緑の相談所（〒771
ー4267　渋野町入道45ー1 

636ー3131）へ。市ホー 
ムページ「電子申請」から 
も申し込み可。

徳島歴史講座 「四国の藩と宗教」の
受講生を募集します

実施日 時間 演題・講師

2/23㈯ 13:00～ 
14:30

「宇和島藩内の宗教と地域社会」　 
愛媛県歴史文化博物館専門学芸員　大本敬久さん

3/3㈰

13:00～ 
14:30

「近世初期の徳島藩と寺社」 
徳島城博物館学芸員　森脇崇文

14:40～ 
16:10

「蜂須賀家墓所の調査と整備」 
徳島市教育委員会社会教育課係長　三宅良明

3/9㈯

13:00～ 
14:30

「高松藩初代松平頼重と法然寺」
香川県立ミュージアム専門学芸員　御厨義道さん

14:40～ 
16:10

「土佐藩の神と仏」
土佐山内家宝物資料館館長　渡部淳さん

[ところ]徳島城博物館講座室
[定員]６０人程度
[受講料]2,000円（５回分・入館料込み）
[申し込み方法]往復はがきに住所、名前、電話番号、返信 
宛名を書いて、２月15日㈮（必着）までに徳島城博物館 
(〒770ー0851　徳島町城内1ー8　 656ー2525)へ。

2月の休日窓口
（毎月第２・４日曜日）
10日㈰・24日㈰8:30～

12:00 市役所１階 住民異
動届、住民票･戸籍謄抄本の
交付、印鑑登録など

さわやか窓口相談室(
621-5039）

祝日のごみ収集
　2月11日㈪は平常どおり
収集します。

市民環境政策課（ 621－
5217
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・

Tokushim
a LED Terakoya)

▽
藤
本

隆
行
さ
ん
（
作
品
・Echoes Link/ 

共
鳴
の
輪
）
▽
髙
橋
匡
太
さ
ん
（
作

品
・
光
の
航
跡
、
ひ
か
り
場
）

[

内
容]

▽
徳
島
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
開
催
概
要
▽

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
「
作
品
を
語

る
」
＝
徳
島
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
出
展
作
家
に
よ

る
講
演
会
▽
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
生
か
し
た
徳
島
の
魅

力
」
な
ど

[

定
員]

１
２
０
人
（
先
着
）

[

参
加
費]

無
料

[

申
し
込
み
方
法]

住
所
、
名
前
、
電

話
番
号
を
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で
、
経
済
政
策
課
〈

（
６
２
１
）
５
２
２
５　

（
６
２

１
）
５
１
９
６　

keizai_seisaku@
city.tokushim

a.lg.jp

〉へ
。
徳
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］経
済
政
策
課

 
 

（
６
２
１
）
５
２
２
５

　人権尊重社会の実現を目指す取り組みの一環
として、「人権を考えるつどい」を次のとおり
開催します。
[とき]２月12日㈫13：30～
15：00（開場13：00）
[ところ]徳島市立文化セン
ター
[内容]人権問題講演会「い
ま、人権から…それぞれが
自分色に輝く社会」
[講師]落合恵子さん(作家)
[参加費]無料
※手話通訳、要約筆記、託
児があります。
[問い合わせ先]人権推進課（ 621－5169　
655－7758）

　とくしま動物園では、園内の動物などを
粘土細工で表現した作品を募集します。承
諾をいただけた入賞作品は園内で展示しま
す。多数ご参加ください。
[とき]２月11日㈷9:30～14：00
[対象]小学生以下の子ども
[内容]油粘土を当日9：30から動物園セン
ターで配布します（先着200人）。紙粘土
やヘラ、画板などの道具類はご準備くださ
い。作品の提出が参加申し込みとなりま
す。作品の審査は
12：00～14：00
に行います。
[参加費]無料
[問い合わせ先]
とくしま動物園（ 636－3215）

　徳島に春の訪れを告げる徳島城博物館恒例の春の企
画展「ひな人形の世界」を開催します。同展では、博
物館に最近寄贈された享保雛や市松人形など初公開と
なる人形をはじめ、江戸時代から昭和戦前期にかけて
の雛人形の名品を一堂に展示します。併せて武者人形
や近代の名匠たちが手がけた人形なども展示します。
[とき]２月２日㈯～４月７日㈰9:30～17:00（入館は
16:30まで）
◎学芸員による展示解説
[とき]２月２日㈯・３月
２日㈯の13:30～14：
30
[入館料]大人300円、
高校・大学生200円、
中学生以下は無料
[問い合わせ先]徳島城博物館（ 656－2525）

市
民
と
市
長
の

情
熱

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

−30−

心おどる観光

▲ひょうたん島周遊船浮き桟橋の落成式に出席する原
市長＝両国橋たもと、昨年４月

徳島城博物館春の企画展
「ひな人形の世界」を開催

「人権を考える市民のつどい」
を開催

「粘土細工コンテスト」を
とくしま動物園で実施

「徳島LEDアートフェスティバル2013」
プレJUMPイベントを開催します！

〜参加アーティストによるリレートーク〜

▲椿昇さん

▲藤本隆行さん

　
「
Ａ
Ｗ
Ａ

お
ん
な
あ
き

ん
ど
塾
」
と

徳
島
市
で
は
、

新
た
な
起
業

や
さ
ら
な
る

活
躍
を
促
進
し
、
個
性
的
で
活
力
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
働
く
女
性
を
応
援

し
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
「
第
３
回

き
ら
め
く
女
性
大
賞
」
の
最
終
選
考

会
と
表
彰
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
書
類
審
査
の
結
果
、
入

賞
し
た
８
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報

告
を
行
う
ほ
か
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」
も
開
催
し

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
来
場
い
た
だ
け
ま

す
。“
き
ら
め
く
女
性
”
た
ち
の
発

表
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

[

と
き]

２
月
16
日
㈯
17
時
～
20
時

（
予
定
）

[

と
こ
ろ]

ふ
れ
あ
い
健
康
館
ホ
ー
ル

[

内
容]

▽
き
ら
め
く
女
性
大
賞
入
賞

者
に
よ
る
発
表
▽
き
ら
め
く
女
性
限

定
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ス

テ
ー
ジ
「
歩
く
だ
け
で
美
し
く
！
」

講
師
＝
青
江
文
さ
ん
（
ア
ン
モ
デ
ル

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
代
表
取
締
役
・
Ａ
Ｗ

Ａ
お
ん
な
あ
き
ん
ど
塾
メ
ン
バ
ー
）

▽
審
査
結
果
の
発
表
と
表
彰
式

[
入
場
料]

無
料

 

［
問
い
合
わ
せ
先
］経
済
政
策
課

 
 

（
６
２
１
）
５
２
２
５

▲髙橋匡太さん

▲昨年の表彰式の様子

　
「
徳
島
市
」
「
観
光
」
と
聞
い

て
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
阿

波
お
ど
り
」
で
し
ょ
う
か
。

　
「
徳
島
市
に
は
阿
波
お
ど

り
し
か
な
い
」
と
い
う
人
も

い
ま
す
が
、
阿
波
お
ど
り
の

ほ
か
、
本
市
に
は
眉
山
や
吉

野
川
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
彩
ら
れ
た

橋
が
架
か
る
市
中
心
部
の
ひ

ょ
う
た
ん
島
、
八
十
八
カ
所

参
り
の
札
所
な
ど
、
魅
力
的

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
観
光
に
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
市
単
独
で
行
う
観
光
開
発
や

観
光
客
誘
致
に
は
ど
う
し
て
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
徳
島
市
を
含
む
徳
島
東

部
地
域
12
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ

て
、
広
域
的
な
観
光
資
源
を
活

用
し
、
よ
り
魅
力
的
な
観
光
を

提
案
し
よ
う
と
、「
と
く
し
ま

旅
づ
く
り
ネ
ッ
ト
」
を
結
成
。

昨
年
４
月
に
は
そ
の
拠
点
施
設

を
、
ア
ミ
コ
ビ
ル
地
下
１
階
に

開
設
し
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

同
所
で
は
、
徳
島
東
部
地
域
の

観
光
案
内
の
ほ
か
、
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
自
転
車
や
電
動
バ
イ

ク
の
貸
し
出
し
、
各
市
町
村
の
特
産

品
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
滞
在
型
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
、

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
効
果
的
に
発

信
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
り
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
観
光
素
材
の
発
掘
や

魅
力
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
市
民
構
想
会

議
で
議
論
を
い
た
だ
い
て
い

る
新
町
川
な
ど
に
船
の
乗
降

場
を
新
設
す
る
「
ひ
ょ
う
た

ん
島
川
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
想
」
が
実
現
す
れ
ば
、
市

民
の
生
活
そ
の
も
の
が
観
光

の
目
玉
と
な
り
、
水
都
・
と
く

し
ま
を
象
徴
す
る
貴
重
な
観
光

資
源
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
眉
山
な
ど
も
ま
だ

ま
だ
可
能
性
を
秘
め
た
場
所

で
す
。

　

眉
山
や
ひ
ょ
う
た
ん
島
周
辺
を

含
め
た
散
歩
・
周
遊
コ
ー
ス
な
ど

の
情
報
を
観
光
客
に
提
供
・
提
案

す
る
な
ど
、
今
後
も
、
市
が
先
導

し
て
“
心
お
ど
る
観
光
”
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

徳
島
市
長　
　

原　

秀
樹

　
　   「
き
ら
め
く
女
性
大
賞
」の

　
　
　  

最
終
選
考
会
と
表
彰
式
を
開
催

２／17
（日）

２／16
（土）


